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1976 ; Gaffan, 1977）では，アカゲザルやカブオザルで初頭効果は確認でき
ておらず，新近性効果のみ示すという結果が一般的であった。このことから，








論じている。これに対して，Wright, Santiago, & Sands（1983）や Roberts
& Kraemer（1983）は，この議論では実験結果を十分に説明できないと応





あるか否か以外の要因が大きいと考えられる。例えば，Cook, Wright, & Sands
（1991）は，各項目の呈示間隔が長すぎる場合（1～4秒）には新近性効果だ
けが見られると報告している。さらに，Wright, Santiago, & Sands（1984）












































ago & Wright（1984）および Wright et al．（1985）は，同様の系列プロー
ブ再認課題でハトの視覚リスト記憶を調べたところ，4項目のリストにおい







ている（Wright et al., 1985）。




















し，どれか 1つをラットに選ばせ中に入らせる。これを A 1とする。次に，
現在 A 1にいるラットに，それと同じ目標箱（A 2）と異なる目標箱（B 2）
の選択機会を与える。目標箱 B 2を選ぶと餌粒を与える。続いて，B 2にいる
ラットに目標箱 B 3とさらに別の目標箱 C 3の選択機会を与え，目標箱 C 3
を選ぶと餌粒を与える。これを繰り返し，A 1→B 2→C 3→D 4→E 5→F 6→G










しい目標箱 X の間の選択であり，X を選ぶと正答になる。つまり，「記憶した
リストにある目標箱を避ける」ことができるかどうかテストしたことになる。
リスト項目それぞれについて選択成績を分析すると，テストを受けた 11匹の
うち 8匹で U 字型の系列位置曲線（リスト始端の目標箱と終端の目標箱の成
績がよい）が得られた。





しかしながら，Gaffan & Gaffan（1992）は，Reed et al．（1991）のデー
タの分散が統計学的に予想されるものに比べて小さすぎることを指摘し，信頼
性に疑問を投げかけた。さらに，Reed et al．のうち，Reed を除く全員がそ
の指摘を認めた上，追試の結果，初頭効果が確認できなかったことを報告した























































半数のラットは，Roberts & Smythe と同様，未経験の走路を選択すれば正答
であり（win-shift 群），残り半数は，経験した走路を選択すれば正答であった
（win-stay 群）。こうした手続きを長期間にわたって行ったところ，win-shift






























一方，Bolhuis & van Kampen（1988）は，win-shift 課題で保持期間の長さ
が系列位置効果に及ぼす影響を検討している。彼らの手続きは，Roberts &




（Wright et al., 1985）と同じく，保持期間が短いときには新近性効果のみ
で，長いと初頭効果のみという結果が得られている（ただし，両効果を示す
U 字型曲線を生む中間の値は見出せていない）。




（Harper, McLean, & Dalrymple-Alford, 1993），保持期間の延長に伴い新近
性効果が失われるという結果は概ね支持された。ただし，この実験では保持期
間が短い場合（5秒または 10秒）でも U 字型，長くなると（20秒または 30
秒）新近性効果が弱まり，さらに長くなると（60秒）初頭効果も消失してグ
























ない。そこで Reed（2000 b）は，10種類（または 15種類）の異なる風味溶
液を準備し，それらを 5種類ずつ 2組（または 3組）のリストに分けて，リ
ストごとに「系列呈示→摂取テスト」を行った。その結果，第 1リストだけ








は A→AB→BC→CD→DE という系列であるかもしれない。テストでは 5種






































































































できる。結果は，第 1項目と第 3項目の成績がよく，第 2項目の成績が悪い
というもので，初頭効果と新近性効果が明白であった。






アーティファクトであるという批判があった（Gaffan, 1983 ; Gaffan & Gaf-
fan, 1992）。同様の批判はその後も続いているが（Gaffan, 1992, 1994），そ
















れるかが調べられている（DiMattia & Kesner, 1988 ; Harper, Dalrymple-
Alford, & McLean, 1993 ; Johnson & Kesner, 1994 ; Kesner & Adelstein,
& Crutcher, 1987, 1989 ; Kesner, Crutcher, & Beers, 1988 ; Kesner,
Crutcher, & Measom, 1986 ; Kesner & Gray, 1989 ; Kesner & Holbrook,
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